
三宅町郵便入札実施要領

令和７年３月１７日

要領第３号

（趣旨）

第１条 この要領は、法令に定めるもののほか、三宅町の実施する郵便入札に関し必要な

事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この要領において「郵便入札」とは、入札書を郵送することにより行う入札方法

をいう。

（準拠）

第３条 この要領に定めのない事項については三宅町契約規則（平成９年１０月規則第８

号）（以下「契約規則」という。）及び三宅町建設工事等の入札執行要領（令和６年４月要

領第１５号）（以下「執行要領」という。）に準拠するものとする。

（対象）

第４条 郵便入札の対象案件は、町長が入札公告又は指名通知（以下「公告等」とい

う。）において指定するものとする。

（公告等）

第５条 郵便入札を実施する場合は、契約規則第２条に規定する事項のほか、次の各号に

掲げる事項を併せて記載し公告等を行うものとする。

（１）入札方法を郵便入札とする旨

（２）入札書の郵送方法

（３）入札書の到達期限

（４）入札書の送付先

（５）入札回数

（６）開札日時及び開札場所

（７）開札映像の開示請求の方法

（８）入札結果の通知方法

（９）その他必要と認める事項

（入札通知）

第６条 町長は、郵便入札参加業者（以下「入札者」という。）に対し入札通知書（郵



－第１号様式）又は、入札通知書【総合評価落札方式】（郵－第１号様式総合評価）に

入札心得書（郵－第２号様式）、入札者心得（郵－第３号様式）を添えて入札の通知を

するものとする。

（入札書の提出方法）

第７条 入札方法を郵便入札とする入札における入札書の提出方法は郵送に限り、持参で

の提出は認めないものとする。

（入札書の郵送方法）

第８条 入札者は、入札書及び必要とする書類（以下「入札書等」という。）を、公告等

で指定した入札書の到着期限までに到着するよう郵送しなければならない。

２ 郵送方法は、一般書留郵便又は簡易書留郵便のいずれかにより、公告等で指示する入

札書の送付先まで郵送すること。この場合において、郵送に要する費用は入札者の負担と

する。

３ 入札者は、前項の規定により入札書等を郵送する場合は、封筒に入札書等を入れ封か

んしたもの（以下、「内封筒」という。）を作成し、その封筒の表側に次の事項を明記する

こと。

（１）入札書在中の表記

（２）対象となる工事又は業務の名称、番号及び履行場所

（３）入札の日付け

（４）入札者の所在地又は住所、商号又は名称、代表者の役職及び氏名並びに押印

（５）入札回数の上限が２回である場合、当該入札書を入札しようとする回の表記

４ 入札者は、前項の規定により作成した内封筒を、次の事項を明記した封筒（以下、

「外封筒」という。）に入れ送付すること。

（１）入札書の送付先

（２）朱書きの「入札書在中」の標記

（３）朱書きの「一般書留」又は「簡易書留」の標記

（４）対象となる工事又は業務の名称、番号及び履行場所

（５）入札の日付け

（６）入札者の所在地又は住所、商号又は名称、代表者の役職及び氏名

５ 到達した入札書等は、書換え、引換え又は撤回することができない。

６ 入札書等の到着確認は入札者が行うものとし、この確認を行わないことによって生じ

た損害について三宅町は責を負わないものとする。

（入札書等の保管）

第９条 入札担当者は、入札書等が入札担当課に到着したときは外封筒を開封せず開札日



時まで厳重に保管するものとする。

（入札の無効又は失格）

第１０条 次の各号のいずれかに該当する入札は、無効又は失格とする。

（１）執行要領第１４条第３項又は第４項各号のいずれかに該当する場合。

（２）一般書留又は簡易書留以外の方法で行われた入札は無効とする。

（３）入札書等の提出期限を過ぎて到着した入札は無効とする。

（４）入札回数の上限が２回の入札において再度入札を行う場合に２回目に該当する入札

書等又は辞退届の提出がなかったものは失格とする。

（開札）

第１１条 開札は町長が指定した場所において行い、入札担当者（三宅町建設工事請負業

者選定委員会の選定を経たものについては入札事務主管課、同委員会を経ないものについ

ては業務担当課）、次条以降に定める立会人及び傍聴人以外の者は入室してはならない。

（開札の立会い）

第１２条 開札は、公告等に示した日時及び場所において２名の立会人のもと行うものと

する。

２ 立会人は当該入札の業務担当課及び入札執行課を除く三宅町職員から選定することと

する。

３ 立会人は、公正な立場で開札に立会い、当該入札に不正等が認められない場合は、開

札終了後に開札立会人確認書（郵－第４号様式）に署名及び押印をしなければならない。

（傍聴）

第１３条 開札の傍聴ができる者（以下「傍聴人」とする。）は、当該入札の入札者又は

入札者が指定した者に限る。

２ 傍聴人は開札において発言等をすることはできない。

（落札者の決定）

第１４条 落札者の決定は、入札を行った者のうち予定価格の制限内で最低の価格をもっ

て入札した者を落札者とする。ただし最低制限価格を設けた場合は、予定価格と最低制限

価格の制限の範囲内で最低の価格をもって入札した者を落札者とする。

２ 落札となるべき価格の入札をした者が２者以上ある場合は、くじによって落札者を決

定するものとする。

３ くじによる落札者の決定方法は、町長が別に定める方法によるものとする。



（開札の録画及び録画映像の開示請求）

第１５条 開札時は録画を行うこととし、入札の執行日の翌日から起算して１４日間保管

しなければならない。なお、この期間内に入札者から次項以降に定める録画映像の開示請

求があった場合は応じなければならない。

２ 録画映像の開示を請求ができる者は開示を請求する入札の参加者に限る。

３ 録画映像の開示を請求する者は、同条第１項で定める映像の保管期間内に開札映像開

示請求書（郵－第５号様式）を町長に提出しなければならない。

４ 録画映像の閲覧は三宅町職員立会のもと行い、次の各号に定める事項を禁止する。

（１）録画映像の撮影

（２）録画データの記憶媒体への複製又は移動

（３）録画データの破壊

（４）その他前３号に類する行為

（入札結果の通知）

第１６条 町長は、郵便入札により落札者を決定した場合は、速やかに当該落札者を含む

入札参加者にその結果を開札結果通知書（郵－第６号様式）により通知するとともに、そ

の結果を入札執行課において閲覧に供するものとする。また、総合評価落札方式の入札を

行った場合、開札結果を入札執行課において閲覧に供するものとする。

（入札結果の公表）

第１７条 町長は、郵便入札により落札者を決定した場合は、三宅町建設工事入札及び契

約等情報公表実施要領（平成２１年９月要領第６号）第３条第３号の規定により公表す

る。

（入札の延期、中止及び取消し）

第１８条 町長は、郵便入札において郵便事情等により事故が発生したとき又は不正な行

為等により必要があると認めるときは、入札の延期、中止又は取消しをすることができ

る。

２ 入札者が１者の場合でも入札は中止しない。

３ 前項の規定は執行要領第１９条による再度入札においても同様とする。

（その他）

第１９条 この要領に定めのない事項については町長が別に定めるものとする。

附 則

この要領は、令和７年３月１７日より施行する。


